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〔(社)日 本家 政学 会

小 児期 における絵食ヽの家塾（々6 艮） 々枚給食 のOi，P 冷 量ヽ 尺っ ／＼て
甲子園短大　　 〇拓旧絹子　　西田芙杖 チ

以下農 民

目的 律蔵 給食･よ現肛. 全罰小学枚 タ･ほとんと'･で'実施されて･，･ゐ，衆奏掃取雀冲･ 鯛 映

成分 につＱては.   Ca-t吋 献 立表 に記載,?    れろよラになっいv ＼ Ctk吋 外ﾋ れ問題 で`あ い

P *＼-a ! P  ＝I ; 2 以上,ぴ過剰 になるとU の吸収キ と低 下り: るとo われてﾚ･ろ. ･そこで

給喰 の各/食ヽ晶ご いこCa., p  の全量およ び‘その比について検討 したので奪,告する．

才識 対象･よ躍和 吋 午戻]  午間(/?/ e  脊) のS 才学机 瞬ヽ食． 給食献立表 £ 印い，H
訂ヽ

神 妾/p成分表μよ';  Co., p 曼£等軋 ふ り い いて季 即別，号几F ， SD, C7,   恥丿 七お
よヅCo.,  p の回帰式 とその相 関係栽(r) 乏水めf≒ つヽ･ヽで食ふ

ぶr
仏Ca,  P の分令状 柊ｌ

比秩 した．

結果　|) 午間 のY 土SD は総U.    μ6  1  お`町, 萄勿体 以2 り1    り り ，P    ﾀり゙ 土 ・々
て涌 っ ‰　u,p とi. にCT  ≫ I七軟的低 く，P ／c，.比七干均 ／.3 T"問題 μなかっに．

-2)   /J/B 亦 のC:友，P Isついての回帰べ'i に/ ぷにas に　 い い が，r  ＝ 幻77  r,  以

とP 合t,t ご高い刹 関i  示しr=..季 苛別 にもき わめて頬似した回 啼ぺおヽ`祷 られていろ。

3)食み群別 で' は.   爵Co.   の約仔 即 吼 賤あヽよぴ乳 製品心 ／邨 が摩歌 姫食甲食/？ツJ: 主 と

する穀類 に/? 芦び副食に合 まれており，動 作陣c・.のが 声 μヽ乳頬(-^4ヽ まれていた，P     I

吋多吋 し類 に，23 多 おヽ穀類 に，残') の対芦 が副食 に4 永ヽれ-l お') ,   Ca.の帰参と軟 値政具っ

ではいるら いずネ 七大デは乳類，つぃて栽 順 に分ヤ し7 いた。P ／と*  比 が`λ以瓦と尽 レ

八食恥 埓 丿肴ヽの芋順 ，魚介頬 ，叩頬なと"I",   肉頬はP おヽ Ca のμ)伶以上よddt してぃ わヽ<,
給食/ ≫/日や　P/臨 比が･2 とこえたa  It，I  a^ なかった．

A 47
A  ■中学生明 巴満ﾋﾉ食生名の調査

椙ムす大象政　o 鈴木順子 耘ふ康子 伊東 非

希近μ 児童に^ で肥満症が増加 し７ いろ0  とが文部名・ 調査によ・7 い 月うかである。

子供り 巴硝はそのまま敢 置する に 全身熊 殊に成人病 め源 り 刻 ， 教育の場におい-T も

祖語 が肩極的（ 運彰 も不活発に/刈 ， 学習軸承 の妨（ﾃﾞになゐのて 仰 到則でも昨 今は肥

涌 対策に取り報 むようにな・ ていe. 私 共は 学報側に協力し影 近隣 の小 孕枚・申学厳の

生徒 を対 象心 巴満l 食 生活習慣の関 係を調 べる目的 の菜桑 火鉢朧 査を行っμ。

方宏：　調査対 和も 廬久手町内・ 永俘報丿鉄 の児童B】;& ヒ中 学報i  枝の生徒21 名の合

計102 名 である。肥満の判定はRoh^-er諧数 を用い，160 以よ,を肥満 ししre。 アンケート記

入方式で， 昭初 回年ワ月の連続3 日問 の唯 事摂及状菰 を， 頂に生活時間調査 をりﾖ 行っts。

なお，／トヽ 学生は母楳ら　中学生は生徒自身に記入;? 也に　　　　　　　 〉

貼果：　リ 調査対象中の肥満の占める割合は，ふ 学報では48.2 %/ 申 勝報 では23.8 % 1]
今 回の荻 査では， 肥満老が女子IV *ヽ なり多かり 四 男到

満 ヒ非肥満9もの間 に為丸め羞ぴ心 ぼヽヵ` り叫% 識しT  3  ^問／食争に娃竟しバ為 鴫 肥満
の方が張唐様,爾,瀧 平均が正 串体 重考 色下廻 る効 果t  なり て。 その中でβ巴満 兇の銀摂取ｔ の

jr ない レヽトは特異的I- 思われfて。3）喰晶群 別て 昧 肥涵老においマ果実鰍 野 朱執 厚類

の摂取吠平均 して少なヵ＼ ･･  八.   4)生活時間調査ては，概 して肥満 児の睡眠時問が長く, 喰

争時問は短 わヽぐ（ 旱喰い≒ 中学生丁は正 年体皇弟の弛強 時間が長 し々A'.      5);

争の傾向よ し焉 肥満 リト肥満に限 うt'　 高脂肪食 庭價・ 習慨 莱 子頚やジュ ース頻に

よう^唐分の取 ソ過t' などによる摂取 エネルヤ`一過剰傾向が指摘 之れな。


